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付
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規

則

東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
の
運
営
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
三
号

東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
の
運
営
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
の
運
営
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十

八
年
東
京
都
規
則
第
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
一
般
財
団
法
人
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団
」
を
「
一

般
財
団
法
人
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団
」
に
、
「
公
益
財
団
法
人
東

京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
」
を
「
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業

公
益
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り

振
興
公
社

創
生
財
団
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

後
の
東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
の
運
営
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十

二
条
の
二
十
七
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
包
括
外
部
監
査
契
約
を
次

の
と
お
り
締
結
し
た
の
で
、
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
六

項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

契
約
の
相
手
方

㈠

住
所

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
田
園
調
布
二
丁
目
十
六
番
十

四
号

㈡

氏
名

山
下

康
彦

二

契
約
の
期
間

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

基
本
費
用
及
び
執
務
費
用
等
の
額
の
合
算
と
す
る
。

四

監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
の
提
出
後
に
一
括
払
と
し
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
一
部
前
金
払
と
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日
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東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

練
馬
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
七
・
五
・
十

五
号
石
神
井
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

練
馬
区
石
神
井
台
一
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

練
馬
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
九
十
七
号
石

神
井
台
六
丁
目
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

練
馬
区
石
神
井
台
六
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

北
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
北
第
二
・
二
・

十
八
号
神
谷
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

北
区
神
谷
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

江
東
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
三
・
三
・
九

十
四
号
大
島
九
丁
目
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

江
東
区
大
島
九
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
三
十
一
号
丸

子
川
・
岡
本
静
嘉
堂
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

世
田
谷
区
岡
本
二
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
八
・
三
・
二

十
六
号
喜
多
見
農
業
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
六
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分
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世
田
谷
区
喜
多
見
四
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
緑
地
事
業
第
百
一
号
北
烏

山
七
丁
目
緑
地

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

世
田
谷
区
北
烏
山
七
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

大
田
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
四
・
五
・
十

六
号
大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

大
田
区
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
、
大
森

東
一
丁
目
及
び
大
森
東
三
丁
目
各
地
内

使
用
の
部
分

大
田
区
大
森
東
一
丁
目
地
内

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

大
田
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
大
田
第
二
・
三

・
三
十
四
号
貴
船
堀
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
四
月
三
日
か
ら
令
和
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

大
田
区
大
森
東
三
丁
目
、
大
森
東
四
丁

目
及
び
大
森
東
五
丁
目
各
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第

六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
同
法
第
七

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

被
処
分
者

㈠

商
号

株
式
会
社
Ｃ
ａ
ｎ
ａ
ｅ
ｌ

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

茂
木

拓
也

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
丁
目
十
四
番
十
三
号

岡
崎
ビ
ル
八
一
一
号
室

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑴
第
一
〇
四
〇
六
二
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
元
年
十
月
十
八
日

二

処
分
年
月
日

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

三

処
分
内
容

業
務
の
全
部
の
停
止
十
日
間
（
令
和
五
年
四
月
七

日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で
）

四

適
用
条
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
二
号

一

被
処
分
者

㈠

商
号

株
式
会
社
ゼ
ン
ト

㈡

代
表
者
氏
名

代
表
取
締
役

小
川

浩
司

㈢

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

東
京
都
大
田
区
蒲
田
五
丁
目
十
八
番
二
号

㈣

免
許
証
番
号

東
京
都
知
事
⑷
第
八
三
四
一
一
号

㈤

免
許
年
月
日

令
和
元
年
八
月
六
日

二

処
分
年
月
日

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日

三

処
分
内
容

業
務
の
全
部
の
停
止
十
日
間
（
令
和
五
年
四
月
七

日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で
）

四

適
用
条
項

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
第
二
号

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
二
十

九
条
の
二
第
一
項
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
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適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第

三
十
八
条
の
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
免
状
交
付
事
務
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
、
高
圧
ガ
ス
保
安
法
施
行
令
（
平

成
九
年
政
令
第
二
十
号
）
第
八
条
第
二
項
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
の
保

安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十

三
年
政
令
第
十
四
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
に
係
る
免
状
交
付
事
務
の
内
容

高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任
者
免
状
、
高
圧
ガ
ス
販
売
主
任
者
免

状
及
び
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
免
状
の
新
規
交
付
、
再
交
付
、
書

換
え
等
に
関
す
る
事
務

二

委
託
に
係
る
免
状
交
付
事
務
を
処
理
す
る
場
所

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

港
区
虎
ノ
門
四
丁
目
三
番
十
三
号

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
（
小
型
魚
）
及
び
く
ろ
ま
ぐ

ろ
（
大
型
魚
）
に
関
す
る
令
和
五
管
理
年
度
（
令
和
五
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

特
定
水
産
資
源

の
名
称

知
事
管
理
区
分

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

く
ろ
ま
ぐ
ろ

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

一
二
・
一
ト
ン

（
小
型
魚
）

（
小
型
魚
）
漁
船
等
漁

業

同
右

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
小
型
魚
）
定
置
漁
業

〇
・
五
ト
ン

く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
大
型
魚
）

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
大
型
魚
）
漁
船
等
漁

業

一
六
・
三
ト
ン

同
右

東
京
都
く
ろ
ま
ぐ
ろ

（
大
型
魚
）
定
置
漁
業

〇
・
五
ト
ン

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
九
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十

一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
次
の
と
お

り
指
定
し
た
の
で
、
東
京
都
会
計
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
東
京

都
規
則
第
八
十
八
号
）
第
三
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
納
付
受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地

㈠

三
井
住
友
カ
ー
ド
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区
豊
洲
二
丁
目
二
番
三
十
一
号

㈡

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
シ
ー
ビ
ー

東
京
都
港
区
南
青
山
五
丁
目
一
番
二
十
二
号

二

指
定
納
付
受
託
者
に
納
付
さ
せ
る
歳
入
の
内
容

警
視
庁
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
九
十

九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
数
料
並
び
に
東
京
都
情
報

公
開
条
例
（
平
成
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
号
）
第
十
七
条
第
一

項
に
規
定
す
る
開
示
手
数
料
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
東
京
都
条
例
第
百
三
十
号
）
第
六
条
第

二
項
に
規
定
す
る
手
数
料
の
う
ち
警
察
署
及
び
警
視
庁
本
部
所
属

の
収
入
に
属
す
る
も
の

三

指
定
日

令
和
五
年
四
月
一
日

規

則
（
人
）

東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日

東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
東
京

都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
一
般
財
団
法
人
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団
」
を

「
一
般
財
団
法
人
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団
」
に
、
「
公
益
財
団
法

人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
」
を
「
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小

公
益
財
団
法
人
東
京
都
つ
な

企
業
振
興
公
社

が
り
創
生
財
団
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

後
の
東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
令
和
五

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
五
年
四
月
三
日
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東
京
都
人
事
委
員
会

◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平

成
十
四
年
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
一
般
財
団
法
人
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団

一
般
財
団
法
人
東
京
都
つ
な
が
り
創
生
財
団
」
を

「
一
般
財
団
法
人
東
京
都
人
材
支
援
事
業
団
」
に
、
「
公
益
財
団
法

人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
」
を
「
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小

公
益
財
団
法
人
東
京
都
つ
な

企
業
振
興
公
社

が
り
創
生
財
団
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

後
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の

規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

告

示
（
公
）

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
告
示
第
１２３号

道
路
交
通
法
（
昭
和
３５年

法
律
第
１０５号

）
第
１０８条

の
４
第
１
項

及
び
指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
年
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
１
号
）
第
１
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月
１
日
付
け

で
指
定
講
習
機
関
と
し
て
次
の
者
を
指
定
し
た
の
で
、
同
規
則
第
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
５
年
４
月
３
日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

山
口

徹

記

指
定
講
習
機
関
の
名
称
、

住
所
及
び
代
表
者
の
氏

名

特
定
講
習
を
行
う

事
務
所
の
名
称
及

び
所
在
地

特
定
講
習
の
種
別

株
式
会
社
新
神
戸
ド
ラ

イ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

豊
島
区
南
大
塚
三
丁
目

４６番
３
号

吉
村

充
司

東
京
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク

ー
ル

大
島
町
差
木
地
字

フ
ナ
ギ
６５１番

地

若
年
運
転
者
講
習

公

告

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
委
託
に
つ
い
て

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
か
ら
、
受
託
を
希
望
す
る
銀
行
等
は
定
め

ら
れ
た
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

名
称

第
二
千
五
百
六
十
七
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

二
億
円

二
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
八
月
二
日
か
ら
同
月
二
十
二

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
八
千
五
百
九
十
万

円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
千
四
百
六
十
七
万

五
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
八
百
三
十
四
万

円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
五
年
四
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
六
十
八
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

三
億
円

百
五
十
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
八
月
二
日
か
ら
同
月
二
十
九

日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
一
億
四
千
二
百
五

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
三
千
三
十
六
万
九

千
九
百
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
五
百
四
十
五
万

円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
五
年
四
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
六
十
九
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

五
億
円

二
百
五
十
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
八
月
五
日
か
ら
同
年
九
月
二

十
六
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
二
億
三
千
七
百
五

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

発
売
総
額
に
対
し
て
五
千
七
十
五
万
九
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せ
ん
金
支
払
手
数
料

千
五
百
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
二
千
五
百
七
十
五

万
円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
五
年
四
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
七
十
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

六
億
円

三
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
八
月
三
十
日
か
ら
同
年
九
月

十
九
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
二
億
六
千
五
百
九

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
四
千
百
七
十
二
万

五
千
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
五
千
百
六
十
六
万

円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
五
年
四
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
七
十
一
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

三
億
円

百
五
十
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
二
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
九
月
十
三
日
か
ら
同
年
十
一

月
二
十
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
一
億
四
千
二
百
五

十
万
円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
三
千
三
十
四
万
一

千
八
百
五
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
五
百
四
十
五
万

円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
五
年
四
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

一

名
称

第
二
千
五
百
七
十
二
回
東
京
都
宝
く
じ

二

発
売
総
額
及
び
枚
数

二
億
円

二
百
万
枚

三

証
票
金
額

一
枚
百
円

四

発
売
期
間

令
和
五
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
同
年
十

月
十
七
日
ま
で

五

当
せ
ん
金
の
総
額

発
売
総
額
に
対
し
て
八
千
四
百
九
十
万

円

六

委
託
対
象
事
務
の
範

囲

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
係
る
事
務

の
う
ち
発
売
企
画
を
除
く
全
て
の
事
務

七

売
り
さ
ば
き
及
び
当

せ
ん
金
支
払
手
数
料

発
売
総
額
に
対
し
て
千
四
百
七
十
七
万

三
千
九
百
九
十
円

八

そ
の
他
発
売
経
費

発
売
総
額
に
対
し
て
千
八
百
三
十
四
万

円

九

受
託
申
請
期
限

令
和
五
年
四
月
十
七
日

十

そ
の
他

受
託
事
務
の
履
行
は
、
当
せ
ん
金
付
証

票
法
そ
の
他
関
係
通
達
に
よ
る
。

令
和
五
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
三
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
度
東
京
都
調
理
師
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
試
験
に
関
す
る
事
務
は
、
調
理
師
法
第
三
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
に
行
わ

せ
る
。令

和
五
年
四
月
三
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

試
験
実
施
の
期
日
及
び
時
間

令
和
五
年
十
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

試
験
実
施
の
場
所

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
（
目
黒
区
駒
場
三
丁
目
八
番
一

号
）

三

受
験
資
格

次
に
掲
げ
る
学
歴
及
び
職
歴
を
有
す
る
者

㈠

学
歴

次
の
ア
又
は
イ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ア

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五

十
七
条
に
規
定
す
る
者

イ

旧
国
民
学
校
令
（
昭
和
十
六
年
勅
令
第
百
四
十
八
号
）
に

よ
る
国
民
学
校
の
高
等
科
を
修
了
し
た
者
、
旧
中
等
学
校
令

（
昭
和
十
八
年
勅
令
第
三
十
六
号
）
に
よ
る
中
等
学
校
の
二

年
の
課
程
を
終
わ
っ
た
者
又
は
調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和

三
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
附
則
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者

㈡

職
歴

調
理
師
法
施
行
規
則
第
四
条
に
定
め
る
施
設
で
、
二
年
以
上

（
原
則
週
四
日
以
上
か
つ
一
日
六
時
間
以
上
）
調
理
業
務
に
従

事
し
た
者
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四

受
験
申
込
手
続

令
和
五
年
五
月
八
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
六
月
二
日
（
金
曜

日
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
二
丁
目
八
番
五
号

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ビ
ル
五

階
公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試
験
担
当
宛

五

合
格
発
表

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日
（
金
曜
日
）

六

試
験
手
数
料

六
千
四
百
円

七

受
験
申
請
用
紙
の
配
布
場
所

㈠

平
日
（
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
、
公
益
社
団
法
人

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
正
会
員
団
体
、
東
京
都
福
祉
保
健
局

健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
、
都
内
各
保
健
所
及
び
島
し
ょ
保
健

所
各
出
張
所
（
支
所
を
含
む
。
）
並
び
に
利
島
村
、
御
蔵
島
村

及
び
青
ケ
島
村
の
各
村
役
場
に
お
い
て
配
布
す
る
。

㈡

土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
（
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後

六
時
三
十
分
ま
で
）

東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
都
庁
本
部
（
東
京
都
庁
第
一
本
庁

舎
一
階
北
側
）
に
お
い
て
配
布
す
る
。

八

問
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
調
理
師
試
験
担
当

電
話

〇
三
（
三
六
六
七
）
一
八
一
五

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https:／／chouri-ggc.or.jp

雑

報
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発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

五
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


